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にほんの里山・図師・小野路歴史環境保全地域へ散策 

   後は小野神社に参拝後、小高い丘の上に 

ある牧場で、懐かしい香りに包まれながら、元

気な牛と対面。近くの六地蔵を見て、内容の濃い

散策を終えた。歩数約８５００歩、午前中は身の引

き締まる冷気、午後は少々汗ばむような陽気、心

地良い１日となった。これも、記録的な大雪の影響

が心配されたにも関わらず、周到な計画、下見を

し、そして安全なコース選択していただいた方々の

お陰。感謝！ 

管理組合の地道で且つ、住民、行政、有識

者等を取り込んでの活動は、我々の会にと 

ってもヒントになることが多々あると思う。そういう

意味でも有意義な散策であった。一方、今回雪の

影響のため、行くことができな 

かった神明谷戸には別の機会 

に是非とも行ってみたい。   

    （文：志田 徳雄） 

 

 

 

説明を受ける。 

の後、残雪のある小道を下り、管理谷戸の 

一つである万松寺谷戸に出る。山林、雑木

林、草地、田んぼ、沼地、畦道、小川が、まさに

里山の景観。これから四季おりおりに、いろいろ

な美しい姿を見せてくれるだろう。そんなことを想

像しながら、昼食予定の昨年出来た小野路宿里

山交流館に向かう。ここで地元産のうどんを堪能

。月曜日にも係わらず、中高年の方々で賑わっ

ていた。環境保全と観光両立してほしいものだ。 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 

    流にする会」新春恒例第２弾“近郊の散策”

が、残雪の残る２月２４日、総勢１２名 

参加で行われた。 

コースは東京都で唯一“にほんの里１００選”に

選ばれた町田市北部丘陵地帯に広がる図師小野

路歴史環境保全地域。ここでは地元の方々が、伝

統的な農法で自然環境を維持・管理して、見事な里

山を作り上げている。  

野津田公園西駐車場近くの鎌倉古道の一里塚

をスタート。古道から尾根道へ入り、いよいよ歴史

環境保全区域へ。そこは適度に伐採されたクヌギ

、コナラ等の雑木林。ひんやりとした空気につつ

まれ、まことに心地良い。そこで保全地域を管理

している管理組合の田極理事長の出迎えを受け

この地域の緑地としての位置付け、縄文の名残を

留めた地域、さらには、樹齢７～８００年位と思わ

れる巨大な椎の木、ムササビの巣等、興味深い

お話を伺う。組合事務所に移動してからは映像も

交え、荒廃していた山林、耕作放棄地をここまで

復元してきた経緯、これからの問題点等、詳しい 

 小野路宿里山交流館前にて 

清 
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午
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尚 
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メダカポスト： お礼 

２月～３月はめだかポスト・一木 

会からのご寄付を合算し２２４円で 

した。 

里親の会の活動に対しお寄せ 

いただいたご厚志に深く感謝いた 

します。  

 

  

 

 

 

３月の清掃報告 

３月９日は１６名が清掃に参加し、３７袋のゴミ

とズボンプレッサーや傘等を引き上げました。３ｹ

月振りの清掃だったためかゴミは沢山。真光寺川

の魚を展示した水族館も設置し多くの通行人が

覗いていきました。また初めての親子も参加して

ゴミを拾ってくれました。 

５月・６月の清掃（クリーン作戦）の予定 

☆５月１１日（日）、６月８日（日） 

☆集合：9：30 下堰親水場 

(能ｹ谷４丁目、魁力屋ラーメン店裏) 

☆持物：軍手。その他ごみ袋、火ばさみや、 

長靴など一部用意があります。 

☆解散予定 １１:00  

6月 8日は市民大学の公開講座受講者も一部

参加しますが、どなたでも参加できます。 

ご一緒に川をきれいにしませんか 

 

 

 

 

 

 

 

 

真光寺川を清流にする会のＨＰ/mail      ☆真光寺川を清流にする会 代表：山本隆治 

http://www.shinkojigawa.com/        ☆事務局：黒田 TEL/FAX:708-4269 

e-mail:  kawasemi@shinkojigawa.com      （ご意見・問合せは黒田までお寄せください） 

 

 

２月４日 和光大学で堂前教授と「かわ道楽」の

メンバーと当会から山本代表以下５名が参加し、

川の水質改善等について意見交換を行いました。 

堂前教授は鶴見川流域における都市型環境保

全活動の研究と実践をされておられ、「かわ道楽」

は教授の指導の下で学生を中心に地域の自然環

境保全に取り組んでいるサークルで、毎年鶴見川

の大正橋付近で清掃活動も行っています。 

 堂前教授からは川の水質改善には生態系を豊か

にすることも大切で、生態系から水質を判断するの

がベターだと指摘。私たちの水質改善の取り組みに

大いに参考になりました。また「かわ道楽」の若い学

生が子供のように楽しみながら川の自然保護に取り

組んでいることを知り、今後は交流を深めていきた

いと思いました。         （文：黒田 健夫 

 

 

広袴調整池に           注ぐせせらぎ緑

道の小川の地下に管が敷かれ、真光寺川の本流

が流れています。３月１6～１７日、この管に土砂が

詰まったため、町田市下水道部が調整池上流５０ｍ

ほどの暗渠から取り除く工事が行われました。一時

的に川が濁ることがあるかもしれないと市から連絡

がありましたが、土砂の除去によって水質が少しで

も改善できればと思っています。 

お知らせ 

和光大学・堂前教授とサークル「かわ道楽」と交流す 
 

 

 

平成２５年度の会計報告をいたします。 

収入 円 支出    

 前年繰越金 102,051 機関紙発行費用 23,160 

 寄付 63,719 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞｻｰﾊﾞｰ使用料 22,260 

 補助金 33,656 水生生物調査委託費 15,000 

     打合せ会場費 6,000 

     掲示物設置・補修費 4,911 

       備品費 3,826 

     雑費（振込手数料等） 3,483 

 収入計 97,375 支出計 78,640 

 単位：円 

 

次期繰越金 120,786 

 また平成２６年３月末の会員数は３９名、 

    里親の会８６名 計１２５名でした。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

里親の会 2013 年度会計 

 

http://www.shinkojigawa.com/
mailto:kawasemi@shinkojigawa.com

